
■予算規模
　東日本大震災以前、市の予算規模は約 200 億円前後で推移して
いましたが、復興事業による増加を経て、台風災害や新型コロナ
感染症対策、物価高騰対策等により高止まりが続いています。近
年は、久慈湊小学校移転改築事業や小屋畑川切替工事等の大型事
業の実施に伴い再び予算規模が拡大しており、令和８年度は当初
予算の時点で 221 億 7,100 万円となっています。

■経常収支
　人件費や扶助費（乳幼児医療費、児童手当、生活保護等）、公
債費（借入金の返済等）など、毎年度固定的に支出される費用を
経常経費といい、経常的な歳入に対して経常経費が占める割合を
経常収支比率といいます。市税の減少や物価高騰による経常経費
の増加も重なり、市の経常収支比率は 90％以上で高止まりして
います。経常収支比率が高い水準となると、市の裁量で事業を展
開するための政策的経費を確保できず、政策の自由度が低下する
ほか、公共施設の維持等にも支障が出るおそれがあります。

■基金残高
　市の貯金にあたる基金の残高も減少傾向にあります。近年は、
経常収支比率の上昇等により毎年６～７億円程度の基金を取り崩
して予算編成を行っている状況です。令和７年度末の財政調整基
金及び市債管理基金の合計残高は 14 億 6,051 万円となり、財政
健全化に向けた取り組みが急務となっています。

　市では、持続的な行政運営を見据え、収支均衡に向けた取り組みを進めています。
近年の状況を踏まえた財政状況の見通しをお知らせします。 問財政課　☎ 52-2113

久慈市の財政状況久慈市の財政状況

　市の現状は、新規事業の追加など、行政サー
ビスの拡充に使える政策的経費の支出が困難な
状況にあります。今後、持続的な行政運営に向
けては、財政健全化による支出削減を進めると
ともに、自主財源確保による収入増加に努め、
「収支均衡」を目指していく必要があります。
　市では、７つの財政健全化重点項目を定め、
令和７～９年度の３年間で収支均衡を目指す
取り組みを進めています。期間中の歳出削減・
歳入確保の効果額 5.5 億円を目標としており、
令和８年度当初予算編成時点の効果額は 4.7
億円となっています。
　引き続き、持続的な行政運営に向けて財政健
全化と自主財源確保の取り組みを進めていきま
すので、ご理解とご協力をお願いいたします。
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市財政の現状

今後の取り組み
財政健全化重点項目の概要 効果額

（目標）
効果額

（R8時点 )
事務事業経費の削減
　予算編成過程における経常一般財源の削減 3.0億円 2.4億円
市有財産の売却・利活用、ふるさと納税等の強化
　公共施設のネーミングライツを実施 1.0億円 0.02億円
使用料・手数料の見直し
　使用料の見直しを実施、減免基準見直し検討 0.2億円 0.16億円
補助金・負担金の整理・合理化
　団体運営補助金、イベント補助金等を圧縮 0.2億円 0.15億円
公共施設の整理・合理化
　公共施設の廃止・民間移譲 0.5億円 0.15億円
職員人件費の抑制
　時間外勤務手当の縮減 0.4億円 1.5億円
市債発行額の抑制
　公共事業の圧縮により起債発行額を抑制 0.2億円 0.3億円
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問久慈地域キャリア教育実行委員会（企業立地課）　☎75-3891
キャリアオーケストラ見学者を募集
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昨年度のブースセッショ
ンの様子

　7月 10 日、運転記録証明書
を活用して安全運転・交通事故
防止に努めた事業所を表彰する、
「優秀安全運転事業所表彰」が
久慈警察署で行われました。
　１月から４月末の無事故・無
違反率等が基準を満たした事業
所を表彰するもので、市内では
佐川急便㈱久慈営業所と北東北
福山通運㈱久慈営業所が金賞を
受賞。表彰を受けた佐川急便
㈱久慈営業所の多田壽昭所長
は「ドライバーへの対面点呼や
コメンタリー運転の徹底が今回
の受賞につながったと思います。
これからも安全を最優先に運営
していきます」と話しました。

秋まつり講演会秋まつり講演会

安全運転の取り組み表彰安全運転の取り組み表彰

Ｎｅｗｓ＋

お囃子と音頭上げを披露する巽町組

知っていますか？認定地域クラブ活動制度
問学校教育課　☎52-2155INFO
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クラブ立ち上げ・申請の３ステップ

・�代表者（運営の統括）
と指導者を決めます

・�生徒の安全管理や年
間指導計画などの作
成を行います

・�実施主体届出書（様
式第１号）を記入し
ます

※�規約、役員名簿、加
入生徒名簿を添付

　必要書類を久慈市教
育委員会に提出し、要
件を満たしていれば登
録完了です
※登録は年度ごと

❶体制を整える ❷必要書類を準備 ❸申請・登録

 ７月２日、久慈秋まつり講演
会が久慈中学校で開催され、同
校の生徒約 480 人が地域の伝統
や祭りの魅力について学びまし
た。講演では山車組のひとつ、
に組の嵯峨崇さんが秋まつりの
歴史や伝統行事に携わる自身の
思いなどを紹介。久慈市の「秋
まつり」を将来に継承するため
に一緒に考える機会にしてほし
いと伝えました。巽町組はお囃
子と音頭上げを披露。組頭の日
形井勇人さんは「講演会を通じ
て一人でも多くの生徒が秋まつ
りに参加し、伝統行事を継承し
てほしいです」と語りました。

表彰状を掲げる多田所長（中央）
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